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ここではタ 本科研の最終年度である平成 理容年度に中心的に展開された,web公開授業

について, そのシステムとコンセプ トを中心に説明し,また, それをどのように電子メデ

ィアを使用した相互研修として位置づけていくかに関して書かれたものをタ 掲載している｡

we毎公開授業は現在開発段階であり, 試行的な運周がなされているにすぎない｡しか

しながら, その開発においてタ 学習理論の面でも, また相互研修の面でもいくつか重要な

知見が得られるに至っている｡

次年度以降は, 電子ネットワ-ク化という観点からはタ このWeb公開授業が中心とな

った研究が展開していくものと思われる｡

また,web公開授業を含む, 電子ネットワークによるFDのためのシステムとして,

｢大学教育ネットワーク｣が構築された｡これは, ①各自の授業実践の記録やツールを持

ち寄り紹介しあい､異なる大学や遠隔地にいる大学教員どうしの交流をうながす ｢大学授

業データベース｣､②毎年本センターが主催している､大学教育改善に関する実践研究報

告の場である大学教育研究フォーラムの発表記録等を保管しておく ｢大学教育フォーラム

ア-カイヴ｣､③京都大学固有の教育問題に即して､学内向けに教育改善のための情報を

発信し交流する ｢学内FDデータベース｣､そして④ ｢Web公開授業｣から構成されてい

る｡これは,単にFDのシステムを電子メディア上に移行したのではなく, その上に新た

なFDのあり方を組織し, また相互研修のあり方を水路付けしていくというコンセプ トを

もったものである｡これに関しても,次年度以降, 研究の重要な柱となるであろう｡
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･311̀はじめに

本稿では,We鮎公開授業のシステムの概要について,且｡授業の記録方法,2｡We鮎

上のシステムの特徴,3.今後の展望 に分けて説明する｡いずれにおいても開発の途上

であるが,現在までの到達点を示しておく.

づ 授畏記録碍方法

確昏確授薬⑳藤野潜洩

且GユB:i カメラの位置関係

DVビデオカメラ2台 (カメラ且タカメラ2)により, それぞれ異なるアングルから撮

影する.カメラ且は主に授業者の映像 (映像且)をタ カメラ2は学生の様子を含め教室全

体の映像 (映像2)を撮影する.呈示段階で映像且が左側に映像2が右側にタ2画面水平

同期豊示される｡
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映像 且は,できるだけ固定アングルである

ことが望ましい｡そうでなければ,動きが多

すぎて長時間視聴する際に疲労しやすい映像

となる｡これに対して映像2は,撮影者の視

点にしたがって適切な範囲で動かしていく｡

望画面呈示したときに授業者と学生の顔

(視線)が向かい合うように, カメラ配置を

工夫することが望ましい.映像1が左側とな

ることを考慮すると,2台のカメラの位置関

係は,おおむね図1のようになる.

i.且｡盟 カメラワーク

映像 1では, 授業者のノンバーバールなコミュニケーシ ョンも含め記録するために,授
業者の手の動きを含め上半身を捉えるようズ

ームを調整する｡映像2では,撮影者の裁量

で, 適切にズームや広角撮影をしたりする｡

よくある質問は, 映像2が撮影者が自由に

国領:教室内で⑳カメラ⑳位置関係 撮影すると, 撮影者の主観が入り込んでしまう

のではないのかということである｡しかし, た

とえ固定されたカメラで撮影されたとしても, そこには,カメラが呈示する世界の切り取

り方, すなわち, ひとつの主観が呈示されてしまうので, 同じことであるOまた, 実際問

題 と し て映像 2 も 映像 且と同じく固定カメラで撮影され た 映像としてしまうと臨 場 感が却
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って乏しくなってしまう｡これに対してタ 映像2を撮影者の由由撮影とするとタ そ の 映像

は撮影者が授業に臨場して感じていた ｢生 の 感じ方｣を含んだものとなる.日常生活にお

いてタ 私 た ちほ主体的 ⑳能動的に毎分 が 見 る ものを選択していると思うかもしれないがタ

実は 私 た ち の あいだには他人が視線を 向 けたものを見るジョイント◎アテンションが頻 繁

に 生 起 し てい る ｡ つまり私たちほふだんの生活でも, 人が見たものに注意を向けタ それも

含 ん で (す な わ ち 他 者の視線も含んで,私たちの見 えの世界は成立しているのである｡

と こ ろ で , カ メ ラ 2では授業開始前にタ教室全体の様子をゆっくりとカメラを動かしな

が ら 捉 え る と よ い.これによりタ視聴者には教室全体の様子がイメ-ジできタ 授業を想像

す る こ と が 容 易 となるOまたタ撮影開始時にはタ動きのある同じ対象を捉え て おくとタ 同

期 を と る ためのキュ-となり便利である｡

･盲｡望 授莱鈴蘭囲爵聴轟と録画

We態公開授業はインタ-ネットを通して配信されるためタ現時点ではどうしても配信画

像の精度には期待できない.長時間視聴に耐えかつ臨場感のある動画を作成するためにはタ

音声をできるだけクリアに収集する必要がある｡

現時点ではタ瓦Gレコ-ダやタビデオカメラのマイクロフォンではその要求を満たすこと

はできない.したがって現在私たちはタ 授業者周のマイクロフォンを且台とタ学生の声を

拾うためのマイクロフォンを3台設置している.それぞれのマイクはタ音声ミキサーを通

すことによりタ リアルタイムでモニタリングしながら, 記録に残す音声を手動で切り換え

ている.こうして加工された音声はタDVカメラ且の映像に乗せ録音される.
映像と音声の記録段階のシステム図はタ図望-息のとおりである｡

醍;ト･｢‡撮影Te'_,:-,'i了テふ 串騨求!.音声‡駄 p,
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瑠B3 線静観像⑳魔轟⑳藷洩

望台のカメラで撮影された映像は, マルチビューワー (Zam捜eEBWec艶nOii)野 社製)を通

して, アスペクト比4:3の映像を水平に2画面間期させて合成する｡2台のビデオカメ

ラの映像の同期をとる方法は, 現在のところ手動である｡2台のビデオカメラが同機種の

場合夕 撮影時にひとつのリモコンの信号により録画を開始し,再生時にも同様の操作をす

れば, 実周に耐えるだけの同期が簡単にとれる｡

映 像 編集のシステムを図2一望に示しておく.

固定カメラ映像 ハンディカメラ映像

NECValueStar

+SmartVision(ビデオ映像(mpeg2形式 ,m2p､アスペクト比4:3)として保存)
+WindowsMediaエンコーダで処理(640×240で.wmvファイルとして保存)

鑑 三一 三 映 患 部 漬 集 シ 見 テ ム

芸｡溜審bl､公 開 謹 責 S;15,bS.:,鼠 テ ム

次にタWe甑公開授業の画面 の 構 成 について説明する.

三∴ :=l与:J-/;-I:-:jA笥琶

盟¢息｡盈 利潤規約

まずタU配EJぬ醜節:〟www｡⑳汲且亙弧e胤 com からタ｢大学教育ネットワ-ク｣のトップページ

に至る｡その画面で ｢We鮎公開授業｣のボタンをクリックすると, 図 3のようなログイン

画面に至る｡この画面 で はタ毎回のログインごとにWe鮎公開授業 のシステムの利周規約に

ユーザ-が同意しタ 使 済契約が交わされる.

利周規約には,且)瓦EBおよびパスワ- ドの発行の必要性に関してタ2)著作権 ◎プライ
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バシ-の保護に関わる事項などが記載されている｡

図3日ダイ三才画面
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乳ic望 ユし-ザ･･-･とパスp-ド

We髄公開授業に参加できるのはタ あらかじめ参加を許可されたユ-ザ-のみであり, そ

れぞれに亙Dとパスワ-ドが事前に発行されている.現在 は 試 行 ◎ 開 発 段 階 で あ り , これ

に関わっている教員 ◎研究者のみがログインできる｡

題B題 授薬選択園薗

互E3とパスワー ドが認証されログインをすると, 授業選択画面に至るOここではタ 視 聴可

能な授業が ｢配信申｣ として表示され, 授業のタイ トルをクリックすれば, 次の映像配信

画面-と至ることができる.すでに配信が終了したものに関しては,｢過去の配信授業はこ

ちら｣のボタンからタ そのリストのみを閲覧できる｡図射こ授業選択画面を示す｡

図卑 授業選択画面

塁や3 映像配備園薗

望｡詔｡且 配膳映像の分割

映像配信画面では,且つの授業が 且5分から望0分の長さのユニットに分割され, 複数の

ファイルとして保存されている｡90分にも及ぶ授業をすべてオンラインで視聴するのは,

骨の折れることである｡したがって, とりわけ配信されている授業の中で検討したい部分

を授業者が選択し,そのユニットを ｢㌘ 0瓦NT｣としてとりわけ注目箇所として位置づける.

またタ なぜそこを注目場面とするのかタ 授業者が検討したいこと, 着眼点などを示す｡こ
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れは画面の左下の ｢みどころ｣のフレーム内に表示されることとなる.

図5 映像配信画面
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盟｡畠｡望 映像の視聴

分割されたファイルに対応するボタンをクリックすると, そのファイルが開かれ, 画面

のスター トボタンを押すことにより動画が開始されるO動画はストリ-ミングで配信され

る｡前ページ図5に映像配信画面を示したo

すでに 且丑且で述べたとおりタ2つ映像のうち左側には授業者を中心に捉えたできるだ

け固定されたカメラの映像, 右側には教室全体を捉えた動きのある映像が配置される｡多

くの人は右利 きであるがゆえ, 身体の右半側は中心から外側-向かう外転運動の領域であ

り, 能動的に対処できる領域である.これに対して左半側は, 外側から体軸-向かう内転

運動の方向であり, 受動的な領域となる.このことから,視聴画面も, 右側に動きが大き

いアクティヴな映像, 左側に動きの少ない静的な映像を配置するほうが,感覚的におさま

りがよいようである｡このことに関しては, 現在はまだ定量的には評価しておらず, 経験

的なものであるが, 来年度以降検討の材料とすることとする.

望息謹 授業映像をみるときのガイ ドライン

映像フレームの右下には,｢授業映像をみるとのガイ ドライン｣-のリンクボタンがある｡
そこに書かれているのは,以下のとおりである. ,

i. ビデオは､授業の率の 15分程度の場面を切り取ったものです｡それを適切に理解するためには､授業

の背景にある情報が不可欠ですo｢授業に関する情報｣の欄を参照してくださしも｡

2. 授業を試聴するにあたって､(1)学生の立場で見るか､(2)同僚の教具の立場で見るか､自身のスタン

スをある程度一質させておいてくださいOこのことは､授業から与えられる情報を､一貫性をもって処理

し､授業にコミットしていくために必要なことですoBBSの轟き込みにあたっては､ご自身の視聴の立場

を第三者に伝えてください.

3. 当該BBSへ初めて審き込む隙には､まず､｢授業者がそのときどう感じていたか｣という､授業者の主観

をあなたなりに推測して､それを審き込んでください｡次に｢授業のよいところ｣を見つけ出して積極的に

尊くようにしてください｡以上のステップを必ず経て､議論に参加してください｡

4. 授業の内容ばかりでなく､そのプロセスにも注目してください.

5. あなたがもし学生であったら､この授業からどんなことを学んだか､また､どんなことを授業者に質問し

たくなるのかも考えてみてください｡

6. ビデオには､タイムカウンターが提示されます｡議論のときには､それを参照しつつ､該当の場面を共有

してください

このガイ ドラインは, まだ完成したものではないが, おおむね,授業映像に対して外側

からの観察者という立場ではなく, 想像力をもってその場に参与しているようなスタンス

をとるように誘 うものである｡一般にインターネットを介して映像を視聴するときには,

のぞき見的で批判的なスタンスとなりがちであり, 実際の授業検討会以上に批判的で無責

任な意見が出てくる心配がある｡そこで, 京都大学高等教育研究開発推進センターにおけ

る公開授業で培われた検討会運営のノウハウ, さらにはハーバー ド大学デレック ◎ボクセ

ンターでの授業観察のノウハウなどを参照して, 作成したものである｡
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乱乱3 資料のダウンロb--ド

授業の理解の補助のため,授業で使周した資料が pdf化されダウンロ-ドできるように

なっている.この資料で著作権に関わる事項が問題になる場合には, 現在では各授業提供

者が自分で処理するように要請されている｡

2滴 撰 集の BBS画 面

図6 BBS画面

図7 投稿画面
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映像配信画面の右下のボタンから,

授業の BBS画面に入ることができ

る｡BBSは, 各授業について一つず

つ作成されている｡新規投稿は新し

いものが上に来るようになっている

が, スレッドのレスについては, 下

向きに配置されるようになっている｡

この順序がいくぶん混乱をきたすの

であるため,次年度以降は改善が期

待される｡

投稿者の名前をクリックすると,

投稿者の顔写真と簡単なプロフィー

ルを示すボックスが開くようになっ

ている｡このことで, 発言者の文脈

やイメ-ジがつかみやすいように工

夫してある｡

授業選択画面の配信授業リストの

右下にはタ 各授業の BBSを統合し

た全体の BBSに至ることのできる

ボタンがある｡

BBSに新規投稿があった場合,

登録されたユ-ザ-には, 新規投稿

のお知らせメールが配信され, ユー

ザ-に一定の参加意識を持たせ続け

るようにしている｡

図7は,BBSの投稿画面である｡こ

のような画面を通しテキストを編集

して投稿することができるようにな

っている｡添付ファイルを送ること

も可能である｡



乱5 摸薬映像碍投稿騎呼びか悼
映像配信画面の右上にあるタ｢授業映像を募集しています｣というボタンは, ユーザーが

自分たちの授業を投稿する際に参考となるノウハウが書かれている｡すなわち, 授業映像

の撮影の仕方, 音声の収録の仕方夕 著作権に関する注意事項などが記載されている｡現在

書かれている内容を以下に引周しておく.なお, 下線が引かれている部分にはリンクが貼

られている｡

臣授業映像の撮影 について∃

2台のビデオカメラを使用します - ｡授業映像は､ひとつの授業につき2台のビデオカメラで

撮影してください.1台は授業者を捉え､もう一台は学生を含んだ教室全体の様子を捉えます.

※撮影するときるは､タイムカウントを付けてください｡

カメラワーク ｡｡申授業者を捉えるカメラは､授業者の胸より上 (手のしぐさが見えるように)

を捉え､できるかぎり動かさず固定してください｡もう一台の教室全体を捉えるカメラは､授業

の流れや雰囲気をもっともよく伝えるよう､撮影者 (カメラマン)が自由に､動かしてください｡

⑳ 音声はしっかり捉えてください- ◎音声は映像以上に重要です｡ビデオに付属のマイク以外に､

授業者の声をよく捉えるマイクを設置し､使用してください｡ビデオファイルに加工したときに

は､さらに音質が劣化しますので､できる限りクリアな音声になるよう工夫してください｡

※詳しくは､撮影のノウハウを参照してください｡

匿公開場面の選択遜

● 15分程度の場面を選びます ｡◎｡ファイルの容量の問題､視聴者の注意の限界から､授業の中

からは10分～且5分程度の場面を､以下の観点を参考に抜き出してください.

1)ひとつの授業は､いくつかのユニットに分けられますOそれは､授業で取り扱う内容のまとまりでもあるでしょう

し ､ 授 芸 者 が 授 葦 率 に 直 面 し た 何 か の 課 題 を 解決しようとする一適の方略を展開する場面である場合もあります｡

ま ず は､自分の授業をそうしたユニットに分けてみてください.

監)分けられたユニットの中から､公開して授業検討したいユニットを選択してくださいo選択基準の必要条件は､

そのユニットが15分以内であること､背景等をテキストで説明すれば場面の意味が第三者にも分かること､音

声u映像がクリアに捉えられていること､ですo

そのうえで､畠分が墳討したいテ--マを含んでいるものを､選択してください｡

3)選択したユニットは､タイマーカウンターでチェックしておいてくださしも.

匡ビデオの投稿ヨ

⑳ ビデオを送ってください ｡- 選択したユニットを含む2種類の授業のビデオ (授業者を捉えた

もの､教室全体を捉えたもの)を郵送にてお送りください (宛て先はて++ちら).媒体は､DVDも
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しくはデジダルビデオとします (Hi-8,アナログでは､加工に大変手間がかかるため受け付けて

おりません).映像フォ-マットは､特に制限はありません.

授業の背景､検討したい事項などを説明するテキストを作成し､ビデオといっしょにお送りくだ

さい.テキストは､指定のフォ-マットをご利用くださいO(フォーマットのダウンロ-ドはこ

ちら)

⑳ 著作権等の許諾をとっておいてください ◎◎◎授業映像の中に出てくる資料等に関しては､投稿

前に必ず著作権の許諾をとっておいてください｡また､学生の顔などが映っている場合は､学生

に肖像権に関する許諾も得ておいてください｡万一､著作権等に関してトラブル等が生じた場合

は､投稿者の責任となりますので､十分にご注意ください｡

匿映像の縮桑と掲戟遜

映像加工 - ◎お送りいただいた映像は､センタ-で銅0*2舶 サイズのwmvファイルに変換し

たうえで､2種類の映像 (授業者映像､教室映像)を同期させてつなぎ合わせます.(なお､投

稿の時点で､銅0*2舶 サイズのwmvファイルに変換しておいていただければ､作業がスムーズ

に進みます｡ただし､この場合も念のため､もとのデジタルビデオ映像もお送りください)

⑳ 映像の掲載 ◎◎◎加工された映像は一定期間web上に公開し､授業検討をいたします.期間等

については､個別に相談いたします｡

巨そ 甲飽 ヨ

著作権について◎◎◎加工された映像の著作権は､センタ-および投稿者に帰属します.投稿者

による映像の再配布､上映などは､投稿者の責任において由由におこなうことができます.

※ただし､再配布 ◎上映の際には､映像に含まれる資料の著作権､肖像権に関わる事項が発生し

ますので､この点の処理にご注意ください｡

ここに挙げられた内容はタシステムが改善されるに従って変更されていく予定である｡

このWe鮎公開授業のシステムでは最終的には,投稿者がごく簡単な方法で投稿映像を作成

できるような技術も開発して提供する予定である｡

凱 今 後 ㊥展陳

芸｡乍 捜鮪的な側面

We態公開授業のシステムはタ将来的にはオ-プンソ-スとして, 全 国 の大 学の教員に閲

覧と投稿を公開する予定である.その際夕 毎分たちの授業を手軽 に 投稿できるよう,ユ-

ザ-由身が望画面を合成してアップロ- ドするためのソフトウェアの開発をおこなう予定

である｡

また, 現在のシステムでは, 授業のファイルを分割しなければならないが, 連続した動

画 (ひとつのファイル)の各所にマ-力-をつけることで, 現在より自由に, 授業の時間
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的前後に立ち戻ったり,部分を繰 り返して視聴したりできるようにもしていく予定である｡

音声に関しても, 民生周のビデオ機器やソフトウェアの発達と関連づけながら, 現在よ

りも少ない労力で編集できるような工夫が望まれる｡

翌/:j 歳語学純な機雷

本年度ではタ まだシステムの開発の途上でありタWe態公開授業による本格的な教員の相
互研修実践は始まっていない.これをもとにした実践が展開していくためには, ユーザー

の側が簡便で直感的 ◎感覚的にわかりやすいシステムを組むかに, 大きくかかっているで

あろう｡

ここで形成される相互研修の共同体のあり方はタ 本科研で実践した 済 Vやそれ以前の

監濫諸∵実践などにおける共同体とは, 幾分異なってくることが予想される｡すでにインター

ネット上に展開される学習共同体に関しては多くの実践があるがタ 一般にそれらでは参加

者の個別性が前提となっている｡発言は特定の ｢個人｣に帰属させら礼, 発 言を読む側は,

○○さんの発言として, その発言の裏に○○さんの意図や一貫性というものを探りながら

読み理解しようとする.hしかしながら, たとえば現在We鮎上に展開しているいくつかの電

子掲示板では,不特定多数の参加者によって場が形成されている.また, その成員は流動

的である.この場合夕 読み手に必要とされるのは, 発言を特定の人の発言としてみて, そ

の背後に意図や一貫性を仮定して解釈していくのではなく, テキス ト担体に内在する 整 合

性を読み取ったり,その真偽や情報的価値を判断したりすることが要求される｡ここでは,

共同体における他者のあり方がタ それまでの ｢個人としての他者｣とは大きくことなるの

である｡おそらく将来的には, 電子メディアを通した入府の結びつきでは,旧来的な特定

の個人の顔というものを一部では残しつつも, こうした不特定多数の入閣どうLが一時的

に構成する場も大きな部分を責めるようになっていくであろう.

今後のWe態公開授業における共同体の形成ではタ まずは, できるだけ個人が責任ある主

体として参加し発言し運営していくような相互研修共同体タ すなわち,旧来の学習共同体

の形成をめざすことにはなる｡しかしながらタ 同時に顔を知らない入府が集 う中で, また,

個人ということが前面にでない形でタ どのように相互研修の共同体が形成 され運 営されて

いくのか, またそこで, どのような倫理が形成されていくのかタ またタ そ の運営のために

はどのような関わりをなせばよいのかといったこともタ 同時に 見 据え つ つ 研究していくべ

きであろう｡
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箪 喪 章 言 二キ ___:_華 享 モ_1:._;:_----:=i-:fI':-i-I_I:=i1-･壬

教授学習への電子メディアの導某､と使涌拡大

教授学習のための手段､補助手段として

新しい学習の場の形成,協調学習など

自分の教育に積極的に取りAれな≪ともも考慮せざ

るをえない現状

FD(Facu且tyDeveiopm轡 )の要請

いわゆるFDの義務化

教員の研修の需要の拡大

I.1=の2つの変化に同時に対応できるも の は な い

顔

w ebを利 用 した 公 開 授 業 とい う発 想

授 業の動画を公開し,それをもとにBBSを利

用 した授業検討会をおこなう

2つ の 問 題 に対 処 できる

教 員 自身がメディアを利用した学習をおこな

う｡教員の-種の協調学習

妾教員のメディアリテラシ-の向皇

帝学生の学習過程鴨の理解が深まる

FDの需要拡大に対応
董単なる情報の配信ではなく,相互研修の場の形
成

公開授業

京都大学高等教育研究開発推進牽沙嚢-でH卑以

上fJT'実践

教員集団碍相互研修をめざす(-FD碍率習もっと
も重要)

蜜日常的で継続的である戒き

陳しかし､時間8場所の制約大

棚コストもかかる

W e鯛 表j済

時間捗場所の制約から比較的自由

scsに比成るとb>鼠テムが簡単
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動画の精度
粗い画像では視聴が苦痛

動画の長さ

長い時間見ることは苦痛

撮影にはすでに特定の視 点 が 介 在 して い な い
か

以上のことを解決するた め に

こ画面同期提示｡
拭-画面より情報量が多いo
鞍カメラの視点に縛られず,視聴者の自由度高いC

できるだけクリアな音声
動画を15分程度のユニットに分解し,｢見どころ｣を
設定

利周規約
ユ･-ザ-.とバスワ--･ド

視聴するビデオの選択

授業に関する映像
授業の背景の情報の提示
ビデオ映像の見方

ツリー状にスレッドを表示
添付ファイル可
授業ごとのBBS､全体のBBS切り換え

の他
ビデオ映像の投稿の仕方によって､ビデオの見方を教示
将来的には､キ-ワ-ドの検索機能を付加

ス武や卜比3:4の画面を,左右2画面同期提示O
左:固定したカメラワ-クで授業者を中心に撮影

右:教室全体の映像や学生の様子も含めて､撮影者の視点で自
由に撮影
瀦撮影者の視点をあえて介在させる

授業者の声を直接拾うハンデ車 マイクロフォンのほか,敬
室の3箇所にバウンダリ-.マイクロフォンを設置 oオーディ
ミキサ-によって切り換える｡
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e態公 開 授 業 を検 討 す る観 点

1.技術的観点
画像,音声,BBS

2.メディアとしての教育学的意義
｢メディアはメッセ-ジ｣のレベルでの意義

3,学習共同体形成のためのツ-ルとして
の意蔑
有効に機能させるためには,どのような仕組
みが必要か

教 蘭 学 的 な意 義

動画の持つ意義(視聴者にとって)

世界との当該の接面から意図的に引き離す

(今井r).9)自らの知覚を対象化するのに不
可欠の余地を作りだす(p.10)

映像の世界への関わりによって浮かび上
がってくる自らの知覚の形式

共通の参照対象としても機能する

欝他者の関わりとの比較

いわゆる｢授業を見る目｣のr甜 ect.ion

紅塵』等碍意 義

2つの異なる｢場｣の発想
1.経験が集約されていく場
塀場を構成するための仕組みが必要(KNVでの
ミ-ティングのようなもの)

飴帰属意識,顔が見える共同体

鞘葛藤を内在化していく

2.各自のやり方で利用する場
故自分に引っかかるものを利用する

輯匿名性,人格より言説

鴇葛藤の内在化ではなくスプリット

動画

二画面同期提示 (2つであることの意義)
艶臨場感

左:授業者,右:学生 という位置関係

辞授業者の視線が気にならない

固定カメラでなく,カメラマンによる撮影

嶺むしろ自然なjointattention

絡ひとつの｢主観｣が場面を切り取る功罪

ユニット-分割

ニ画面提示の持つ意義

授業者と学生の行為の蘭者の対応関係を
捉えることが可能

瀦-実際の授業参観ではなかなか難しい

映像に従って,授業者の 内 観 ,学生の内観
を報告してもらうことで,教 授 ･- 学習 に関す

る研究布

器表し恵め場 逸 りすがり由嶺 室i萱,8

幸手韓草書芋茎酎 利益があれ ば利潤する

桓形成,維持のための績みが別途感要 情報碍価値が重要

享重たメンバ- 潜在的な多電鈴武将

線を理解しようとする 言説自体が重要

…的不協和,葛藤を通 断片を寄せ集めて∫いつ
｢気づき｣ か変化する?

冒ニなって自己開示 いきなり自己開示
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授業を検討し∫あうという意味では,仕方な

いこtt5_:か

共同体鈎形成騎仕組み

プロ習矛-鍾:発言碍背後碍文脈を知る

投稿のお知らせメ-ル:参加していること
のrem…ndei･

新規参加者には自己紹介をしてもらう

敬樹脂◎爾能性

事例検討の素樹に使開署きる映像と､そ碍研
修方法碍開発

授業のcrit主caiな場面を中心として
垂あらゆる事象が集約される場
雫授業者による問題の認知と解決のプロセスを含む
ユニットの収集

プラッドフォ-ムを開発し,-般に公開

閲覧 +授業映像の投稿
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遠 葉 書三二詰 ㌻きて盲 苧 華 葦 と棄 蓋

田中 毎実 ⑳大山 泰宏 ⑳酒井 博之

TsunemiTANA監A㊨YasuhiTOOYAMA ◎銅ipoyukiSA監Å蓬

京都大学

KYOTOU苧胡VERSITY

本発表では､京都大学高等教育研究開発推進センタ-が実施している遠隔e-L餓威喝プロジェクトを紹

介する｡本センターは､これまで2つの遠隔e-Leamingプロジェクトを実施するとともに､さらに､大学

教員研修肝iB)のための遠隔e-Leamingプロジェクトを構想し実施してきた｡これらはすべて､技術合理主

義的 ◎道具的なyT利用教育を超えて､瓦Tを相互形成の場として活用し相互形成を試みるものである｡こ

の教育的試みは､YTのもつ教育的潜勢力を可能な限り発現させる契機となるであろう0

<キ-ワ- ド> 大学教育,FD(プアカルテイ◎ディベロップメント),遠隔教育,グループ学習

Lで,遠隔 針 』盟 mi噸 騎現状と実践

今日､世界的に見るなら､高等教育におけ

る遠隔e乱eami喝は､不可避的に拡大されつつ

ある｡しかし我が国には､幾つかの特殊条件が

ある｡まず､狭い国土に多くの高等教育機関が

密集しているので､距離の克服という点では遠

隔教育のメリットは少ない｡また､e-Leaning

によって特定の知識や技能､学位を取得したと

しても､雇用制度上､昇給や昇進に結びつくこ

とはあまりない｡この条件からして､我が国の

場合､遠隔かLegmimgを通常の対面授業の代替

や補完として周いるよりも､むしろ､通常の授

業実践のなかでその構成的意義を十分に活かす

ことこそが求められる｡

我が国の高等教育で遠隔教育を活かす有効な

戦略は､文化的にみて大きな共通性と小さな異

質性をもつ遠く離れた複数集団が交流しつつ学

習を展開していく協調学習として､e孔飽m由g

を活周することである｡この協調学習では､目

的合理的に特定の課題遂行が目指されるのでは

なく､異質な集団に交流の場が提供され､受講

生が状況を構成する仕方で学習が展開される｡

この複雑で偶発的要素を多分に含む学習の過程

では､学習者の行動を一定の学習システムのデ

ザインにのせることはできない｡有効な学習を

展開させるためには､教授者は､間接的なデザ

インないしアプロ-チをとらざるをえない｡教

授者に対しては､あらかじめデザインされた学

習コ-スに学習者の行動を沿わせ回収してしま

うのではなく､意外な出来事や学習者の逸脱を
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活かし､場の社会的構成の発展を促すような､

生成的な指導性が求められる｡

望r遺構e;･七髄柑壷唱鉛L27n<:I;:s翰薬療

京大高等教育研究開発推進センター (旧 :高

等教育教授システム開発センター｡以下 ｢本セ

ンタ-｣)では､以上の観点から臆監茸および

監NVと称する2つの遠隔e-Leぬ gプロジェク

トを､合計6年間にわたり実施した｡

監監華Ke豆かKyぬ 諸⑳軸Semin画では､慶大と京

大のそれぞれのゼミをと共通の電子掲示板を設け

両者の交流を 促 すとともに､学期末には対面で

の合宿を設定して､オンライン⑳オフラインを

組み合わせた学習環境をデザインした｡受講生

たちは､オンラインおよびオフライでの他者と

自己の構成の大きな食い違いに直面し､2つの

世界のなかで､自他の行動や構成を深く自省し､

集団的自己形成を達成した｡この集団的形成は､

錯綜するリアリティそのものについて自省する

というきわめて現代的な意味で､一種の深い教

養教育でもあった｡

他方､闇 Ⅴ郷 地 V舶 Univ耶柳 で

は ､ 京 大 学 教 育 学部の学生と鳴門教育太の現職

教 員 大学院生との混成班が､オフラインでの対

面抜きに､オンライン (ビデオチャット､掲示

板､ポリコム)のみで交流し､教育に関して自

分たちでテ-マを設定し協調学習を展開した｡

受講生たちは､オンラインでのディスカッショ

ンや共同作業を円滑におこなうための方略を自

分たちで発展させ､オンライシコミュニケ-シ



ヨンに対して自覚的になるとともに､逆に日常

の対面状況でごく自然におこなわれているコミ

ュニケーションについても､気づきを得た｡私

たちはこの学習を､大学教員の集団的自己形成

-と拡張する｡

･a 来撃敦畏F3931遠隔 e-Le遷雨唱磨きために

良き教え手であるためには､良き学び手でな

ければならない｡e-Leamimgについても同様で

ある｡学習者の視点にたってこの特異な教育様

式を活用するためには､教員自身が学習者の立

場を経験していなければならない｡しかし､教

員のためのe-Leamingの場は､きわめて限られ

ている｡今日､大学教員の教育能力を開発する

FI⊃(プアか レティ◎ディベロップメント)が盛

んにおこなわれているが､ここにe-血 gを

活かすことによって､在来型の教員研修を超え

て､e-iJe劉血gの教授法も含めた研修を実施す

ることができる｡わけても､時間と空間の制約

から比較的自由に研修ができる遠隔e-Leaning

は､本来の FDにとってもかなり魅力的である｡

大学教員のための遠隔e-捷amingをどのよう

にデザインするか｡いくつかの構想がありうる｡

ひとつは､授業改善に役立づコンテンツを発信

することである｡授業改善のヒント集､授業に

役立っツールなどである｡しかし本来の FDは､

初歩的基礎的な部分を除けば､体系的なプログ

ラムにはあまりなじまない｡教員の研修は､

個々の教員が教育実践において具体的で個別的

特殊的な問題に直面することを想定して､事例

研究的であるほかはない｡その際､大きな同質

性と小さな異質性をもつ複数の教員集団による

集団的事例研究は､自分たちの状況構成力を相

互的 ◎自省的に深く耕すという意味で､きわめ

て有意義である｡大学教員の遠隔e一触 gで

は､このように相互に学びあう場が提供されて､

事例研究的相互研修がなされるべきである｡

私 東学敵背拳･tSig臣Lrlsr3-夕騎購患

以上の考えに従い､本センターは､ ｢大学教

育ネットワーク｣という大学教員の相互研修の

場をWebに構築しつつある｡このネットワー

クは､①各自の授業実践の記録やツールを持ち

寄り紹介しあい､異なる大学や遠隔地にいる大

学教員どうしの交流をうながす ｢大学授業デー

-261-

タベース｣､②毎年本センターが主催している､

大学教育改善に関する実践研究報告の場である

大学教育研究フォーラムの発表記録等を保管し

ておく ｢大学教育フォーラムア-カイヴ｣､③

京都大学固有の教育問題に即して､学内向けに

教育改善のための情報を発信し交流する ｢学内

FDデータベース｣､④各自の授業を撮影した

映像 (動画)を公開し､電子掲示板上で授業検

討会をおこなう ｢web公開授業｣､から構成さ

れている｡

通常の一方通行型e-Leamingのデザインとは

異なり､大学教育ネットワークには､次のよう

な双方向的 ｡循環的な特徴がある｡このネット

ワークは､相互に研修しあう大学教員に対して､

様々な事例を提供することによってe-LJeaming

を含む日常的FD活動の現状の全体を僻轍させ

て､自分たちの FD活動の新たな組織化を促し､

こうして促された活動の履歴を蓄積し､それに

よってさらに新たな僻轍を可能にするという､

循環的な相互研修サイクルの生成をめざしてい

るのである｡

これまでのe一m盟mingは､学習者の学習の一

部として､局所的に利用されてきた｡つまり､

忠-Leamingはあらかじめデザインされた学習活

動全体の一部を占めたのである｡これに対して､

大学教育ネットワークでは､e-1Jeamingこそが､

教員の学習活動の全体を水路付けし組織する役

割を果たすことが目指されるのである｡端的に

いえば､e-Learningのうちに､あらゆる学習活

動を位置づけようとしているのである｡

5.汀◎教育的潜勢劫を清岡するために

以上述べてきたように､私たちの2つの遠隔

e-Leaming実践と1つの遠隔大学教員研修企画

は､いずれも､Yrを､教育者 ｡学習者の状況

構成力の精一杯発現される ｢場｣ として活用し

ようとする試みである｡つまり､この試みは､

昔Tを､技術合理性のコントロールの下での<汀

利用教育>という在来の技術主義的くびきから

解放し､その教育的潜勢力を可能な限り活かそ

うとするのである｡




